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１．計画上の留意事項等について

（対象エリアの位置づけ等）
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（１）藤沢市都市計画マスタープラン（全体構想）平成11年策定・平成23年改定・平成30年部分改定

• 中心市街地の再生・活性化は、都市づくりの主要な課題の１つとしています。

• 「自立するネットワーク都市」を将来都市像に、藤沢駅周辺を都市拠点の１つとして位置づけています。

■将来都市像 ■都市拠点の形成
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（１）藤沢市都市計画マスタープラン（全体構想）平成11年策定・平成23年改定・平成30年部分改定

【将来都市構造図】 【13地区別まちづくり方針図】



4

（１）藤沢市都市計画マスタープラン（地区別）平成11年策定・平成23年改定・平成30年部分改定

■地区の都市像

■都市拠点の形成• 生活・文化拠点を含む【鵠沼地区】は、中心市街地
から住宅地、商業系まで、多様な土地利用が図られ
ている地域となっています。

【鵠沼地区将来構造図】
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（１）藤沢市都市計画マスタープラン（地区別）平成11年策定・平成23年改定・平成30年部分改定

■まちづくりの基本方針（抜粋）

• 本事業との関連では、主に中心市街地における都市機能
の集積や都市の顔としての整備のほか、防災機能、境川と
の連携等が挙げられます。
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（２）藤沢市立地適正化計画 平成29年策定

• 生活・文化拠点は、６つの都市拠点のうちの１つである、藤沢駅周辺都市拠点に含まれています。
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（２）藤沢市立地適正化計画 平成29年策定

■まちづくりの方向性■エリアの設定

• 「藤沢駅周辺都市拠点」は、都市機能誘導区域として大規模商業施設や公共施設等を誘導するエリアと
しています。
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（３）藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画 平成24年策定

• 生活・文化拠点を含むエリアは、公共公益機能による計画的な土地利用を推進する市街地として位置づけ
ています。 凡例 土地利用の基本方針 

 交通結節点の利便性を活かした地区の拠点となる市街地 

・藤沢市全体の都市拠点、湘南の中核都市としてふさわしい商業・業務・文化・情

報発信機能等の高度集積をめざす。 

・交通結節点として交通利便性の向上、駅－街流動の促進を図り、地区の骨格を

形成する南北連携軸の充実を図る。 

・土地の高度利用とあわせた環境に配慮した市民・来街者にとって開かれた空間

の確保をめざす。 

 商業・サービス機能等による多様な土地利用が調和する複合市街地 

・商業・サービス機能等を中心に街のにぎわいや交流空間を創出し、市街地のに

ぎわいを充実させる、多様な土地利用が調和した市街地形成を図る。 

・日常生活の利便機能と環境に配慮した市民・来街者にとって開かれた空間の充

実を図る。 

 公共公益機能による計画的な土地活用を推進する市街地 

・コンパクトな地区構造形成にむけ公共公益機能の現位置での機能更新や、新た

な交流創出・活性化にむけた計画的な土地利用を推進する。 

・公共公益施設の機能更新を図るとともに、地区や市全体の住民及び来街者が

利用しやすい施設整備の推進を図る。 

 中高層住宅等による良好な住環境を形成する市街地 

・中高層住宅が集積し、駅に近い立地環境を活かした都心居住を実現する住環

境の充実をめざす。 

・土地の高度利用により、環境に配慮した市民・来街者にとって開かれた空間の確

保をめざす。 

 低層住宅等による良好な住環境を保全・形成する市街地 

・都心部周辺の生活利便性を活かした戸建て住宅が集積する市街地形成を図

る。 

・交通利便性などによる生活面・安全面を確保した快適な住環境の充実をめざ

す。 

 

【土地利用方針図】
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（３）藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画 平成24年策定

【にぎわい・活力を創出するための都市機能・土地利用を誘導する「ゾーン」】 【都市機能配置・にぎわい形成に関する整備方針図】

にぎわい 

創出ゾーン 

・地区の基幹的商業施設や商業・サービスの小規模店舗等が集積し、市民のくらしを

支えるとともに、藤沢らしいにぎわいと交流、活力を創出するゾーン 

文化交流 

ゾーン 

・地域資源の活用や、市民等の交流・活動を支えるゾーンを形成し、地区の文化の

育成・充実・発信をめざす。 

・「文化・交流」「歴史・文化」「交流・活動」 
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（３）藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画 平成24年策定

【交通に関する整備方針図】 【安心・安全形成の方針図】
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（３）藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画 平成24年策定

【景観・街並み形成の方針図】 【文化・歴史形成の方針図】



12

（４）都市再生整備計画 藤沢駅周辺地区（第２期）令和3年策定

• 市民会館の再整備に関しては、関連事業として位置づけています。
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（５）藤沢駅南口駅前広場再整備基本計画（素案） 令和3年策定

• 藤沢駅南口に関しては、市の玄関口としての機能、交通拠点としての機能、回遊性等が求められています。
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（６）境川右岸鵠沼東地区地区計画 平成5年決定・平成11年変更決定

• 地区計画においては、歩道状空地、多目的広場を地区施設として位置づけているほか、建築物の用途制限、
壁面の位置の制限、容積率制限、形態・意匠の制限等を設定しています。
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（８）上位・関連計画等のポイント

①都市の顔となる魅力ある施設としての整備
本市の中核となる都市拠点として、多くのひとを惹きつけ、イメージをかたちづくる施設の導入が求めら
れる。

②エリアの防災機能向上への寄与
周辺エリアにおける最も大きな課題である防災機能の向上に資する施設としての整備が求められる。

③中心市街地やその他のエリアとの連携
駅からの歩行者空間の整備や、境川を活用したネットワークの形成など、周辺との連携、周辺地域の
活性化への寄与を目指す必要がある。

④公共施設整備事業としての重要性の確認
駅周辺の中で、市の意向によりまちづくりを行える希少な機会であることから、周辺との関係性や今後
のまちづくりの誘導等の視点も十分に踏まえたうえで事業を進める必要がある。

⑤オープンスペースの確保
奥田公園は駅周辺において貴重な緑地であり、豊かなオープンスペースの形成が求められる。



２．ガイドライン策定の方向性について
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（１）第１回委員会を踏まえたガイドライン策定の方向性について

範囲：敷地から500ｍ程度の歩いて回れる範囲など、地区のスケールで配慮すべき事項などを
検討する必要がある。
 生活・文化拠点エリアのガイドラインであることから、事業対象地を基本的な範囲とし、上位
計画等の前提条件に基づく内容とする。

エリアの位置づけ：上位計画等についてエリア全体に関連する方針、戦略などを整理する必要
がある。
 今回の委員会で説明した上位計画等の前提条件を踏まえたガイドラインの内容とする。

施設の位置づけ：施設（機能）整備の方向性を踏まえた検討をする必要がある。
 施設（機能）整備の方向性については、公民連携モデルプランでの中で検討を進め、検討
状況は、適宜、本委員会に情報共有する。

個別施設：浸水対策施設、奥田公園、旧近藤邸の位置づけ等を明確にする必要がある。
 個別施設の取り扱いについては、市としての方針を、都度、本委員会に報告する。

＞ガイドライン策定の方向性に関する主な意見（第１回委員会）及び対応の考え方
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（１）第１回委員会を踏まえたガイドライン策定の方向性について

バリアフリー・ユニバーサルデザイン：施設整備におけるあり方を検討するとともに、障がいの方
の計画策定への参画を進めることも必要である。
 バリアフリーやユニバーサルデザインに関する考え方については、条例等に基づく基本的な事項
を整理することを主とし、ガイドラインの計画策定段階における参画や詳細の施設要望事項
は具体の設計段階時に考慮するものとする。

施設の複合化：どうやって一体性を持たせるのか、機能検討と分けずに議論する必要がある。
 複合化のあり方については、公民連携モデルプランでの検討であり、民間事業者から提案等
も踏まえ、各施設（機能）についてどのような配置が可能また適切かまでの具体的な部分
まではガイドライン検討には含めないものとする。

運営のあり方、公民連携のあり方：管理運営や公民連携のあり方等について明確化する必
要がある。
 管理運営や事業手法等を踏まえた内容は上記同様にガイドラインに含めないものとする。

アウトプット：ゾーニングがアウトプットとなることも考えられるが、例えば集う、休むといった、共通
するようなアクティビティをベースとして考える必要がある。
 ガイドライン検討段階で一定のゾーニング（ケーススタディ）に係る議論も必要と考えるが、
最終的にはエリアコンセプトや周辺環境への配慮などの概念を軸としたガイドラインを想定する。
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（２）ガイドライン構成案

第１章 前提条件 （１）ガイドライン策定の背景・目的・構成・対象範囲
（２）生活・文化拠点整備の概要・上位計画での位置づけ等

第２章 基本方針
➡最終とりまとめ

（１）デザインガイドラインのコンセプト

第３章 エリアのデザイン
➡第３回委員会

（１）エリアが果たすべき役割
（２）中心市街地・駅前整備との関係におけるデザイン
（３）隣接する施設（道路、建物、河川等）との関係におけるデザイン
（４）防災等の観点からの留意事項

第４章 施設配置・動線計画
➡第４回委員会

（１）施設配置・動線計画における留意事項
※一棟配置及び分棟配置、スカイライン（建物ボリューム）に関する
考え方、ペデストリアンデッキ及び敷地周囲からの動線整理等

（２）バリアフリー・ユニバーサルデザインの観点からの配慮事項
※街路、基本サイン、色彩等

第５章 建物のデザイン
➡第５回委員会

（１）各建物施設の整備におけるデザイン

第６章 オープンスペース等の
デザイン

➡第６回委員会

（１）公園・広場・緑（緑化）の整備におけるデザイン
（２）複合機能間のオープンスペースの活用のあり方
（３）旧近藤邸の活用等について

第７章 まとめ
➡第７回委員会

（１）ガイドライン運用方法
（２）公民連携を踏まえたガイドラインの実現に向けて


